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かし水洗を十分に行なわないでフェロタイプにかけると

変色する憂いがある．

　バナジウム迅速現像　普通の有機現像液はその活性状

態で陰イオンをなすことが多く，Br一で覆われているハ

ロゲン銀結晶に近付くと静電反掻をうけるので現像開始

まで時間がかかる．この欠点は活性状態で陽イオンをな

すものを用いれば除かれる．Fe＋＋，　V＋＋などはこれに

属し，ことにV＋＋は非常に迅速に現像することができ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）る．これについては筆者が本誌にすでに記した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のでこ

こには多くのべない．この方法は硫酸酸性で行ないV＋＋

が現像後V＋＋＋になると電解還元を行なうことにより元

に戻すことができる．普通のフィルムで15sec位で現

像完了する．

　一浴現像定着　同時に現像と定着を行なう一浴現像定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．日本に着法はすでに1910年頃から行なわれている

おいても1914年大築，鈴木両氏が報告している．それ

が最近の迅速化の要求により浮かび上がりまたフェニド

ンという新しい現像薬の出現のために再検討された．こ

の方面にはCrabtree，　Keelanの処方があるが筆者等の

改訂したものではつぎのようなものがある．
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　フィルムの乳剤の抜けた時間の倍定着時間にかけて現

像定着ともで7分位であった．

　迅速写真処理　最近アメリカで行なわれた迅速写真処

　理会議にAnscoの提出したHyscan　Recording　Film

をRapid　processingにかけると

　a．現像Ansco　Liquadol　X－Ray現像液を1：1にう

すめ，これに1mlのTergitol　Penetrant‘‘08”（界面活

性剤の一種か，Union　Carbide＆Chemical　Co・，90　St－

ate　St．，　Albany，　N．Y．で市販）を現像液14あて加え

た液にて8秒（50°C）で現像できる．

　b．定着　Ansco　X－Ray　Liqua丘x定着液（硬膜剤を

除いたもの）1：3にうすめたものに14の溶液当たり

50mlの氷酢酸を加えた液で8秒で定着できる．

　c．水洗　3分
　このように迅速処理が行ないうるにはフィルムの感光

膜もかなり薄くしてあるものと思われる．（1960．1．5）
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